
騒音対策の取組状況 

１ 自動車騒音対策 

対策の分類 個別対策 概  要 主な実績 
発生源対策 自動車騒音単体対策 自動車構造の改善により自動車単体から発生する騒音の大きさの

規制強化 
加速走行騒音：昭和４６年規制に比べ、車種により８～１３デシベルの低減 
定常走行騒音：昭和４６年規制に比べ、車種により２～５デシベルの低減 
近接排気騒音：昭和６３年規制に比べ、車種により５～１１デシベルの低減 

交通流対策 交通規制等 大型貨物車等の中央寄り走行の車線規制 国道１号 岡崎地区 
特殊車両取り締まり 国道２３号 大府市北崎町 
信号機の高度化 

隣り合った信号機のサイクル（青→黄→赤の周期）の調整により、 

制限速度を守って走行した場合のスムーズな通行を図る。 

 県内の道路で実施 

バイパス等の整備 環状道路、バイパスの整備 名古屋環状２号線 
国道２３号（豊橋バイパス、豊橋東バイパス、岡崎バイパス、知立バイパス） 

交差点の立体化 国道１号と国道３０２号との交差点 
物流拠点の整備等 流通業務団地の整備 藤前流通業務団地 
高度道路交通システム（ＩＴＳ）

の導入 
道路交通情報通信システム（ＶＩＣＳ）による道路渋滞情報・規

制情報等の提供 
商用車の運行管理 

東名・名神高速道路における渋滞情報、交通規制情報の提供 
 
運輸業管理システムの活用 

道路構造対策 低騒音舗装の設置 透水性舗装等の空隙の多い舗装を敷設  
改善効果：約３デシベルの低減 

県内の高速道路の９２．８％で実施（平成２３年度末) 
国道２２号 約１．４ｋｍ（名古屋市西区堀越町） 
国道２３号 新設のバイパス 
国道１号 約２．３ｋｍ（岡崎市矢作町～八帖町） 
国道１号 約０．８ｋｍ（安城市東栄町～今本町） 

遮音壁の設置 改善効果：約１０デシベルの低減 県内の高速道路の６０．０％で実施(平成２３年度末) 
国道２３号（共和インター付近） 約０．９ｋｍ 
国道１号（岡崎市矢作町） 
国道１号（安城市尾崎町～今本町） 

環境施設帯の設置 沿道と車道の間に１０～２０ｍの干渉空間を確保 
改善効果：５～１０デシベル 

国道２３号 （名古屋市南区要町）約１．３ｋｍ 
国道１号 約０．７ｋｍ（岡崎市欠町～矢作町） 
国道１号 約２．５ｋｍ（安城市東栄町～今本町） 

沿道対策 沿道地区計画の策定 幹線道路の沿道にふさわしい市街地を整備 国道１号岡崎・安城地区道路交通騒音対策推進連絡会による「沿道環境改善プ

ログラム」 
推進体制の整備 道路交通公害対策推進のための体

制づくり 
道路交通騒音問題の解決のために、関係機関との連携 あいち新世紀自動車環境戦略会議 

愛知県 ITS 推進協議会 
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２ 新幹線鉄道騒音対策  

 原因別騒音対策 

 音源 対策 実施状況 

発 生 源

対策 

転動音 レール削正 年１回実施 

構造物音 車両（編成総重量）の軽量化 

 

０系：９６７ｔ 

↓ 

３００系：７１１ｔ 

↓ 

７００系：７００ｔ 

車両空力音 車両形状の改良 

 

 

連結部の全周ホロ（空気抵抗

の低減） 

先頭形状にエアロ・ダブル

ウィング形を採用 

（Ｎ７００系） 

Ｎ７００系で採用 

 

集電系音 パンタグラフ数の低減 

パンタグラフが離線するとき 

に発生するアーク音、架線を 

こすって出る音等を低減 

０系：８個 

↓ 

３００系：３個 

↓ 

７００系：２個 

低騒音パンタグラフ 碍子カバーに側壁取り付け

（Ｎ７００系） 

トロリ線張替     １２８．９ｋｍ※

沿 線 対

策 

防音対策 防音壁の設置 

嵩上げ、改良 

０ｋｍ※ 

１．０ｋｍ※ 

※平成２３～２４年度の実績（計画を含む） 

 

     車両編成状況 

編成別 ２２年度末 ２３年度末 ２４年度末 
Ｎ７００Ａ ０ ０ ６ 
Ｎ７００系 ８０ ９６ ９６ 
７００系 ７５ ７４ ７０ 
３００系 １８ ０ ０ 

車両編成合計 １７３ １７０ １７２ 
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